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会 議 日 程 
 

 

日 時   令和７年５月13日（火) 午後３時 

場 所   教育長室 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議 事 

（１）議案第３号 人事異動（鹿屋市職員）について    （Ｐ２） 

（２）議案第４号 鹿屋市社会教育委員の委嘱について    （Ｐ４） 

（３）議案第５号 鹿屋市公民館運営審議会委員の委嘱について   （Ｐ６） 

（４）議案第６号 鹿屋市図書館協議会委員の委嘱について   （Ｐ８） 

 

５ 報 告 

（１）令和７年度鹿屋市グローカル・イングリッシュ・デイキャンプについて （Ｐ10） 

（２）鹿屋市看護専門学校令和７年度入学生（第 18 期生）について  （Ｐ12） 

（３）家庭教育推進事業について       （Ｐ13） 

（４）戦後 80 年事業（生涯学習課分）について     （Ｐ14） 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

（１）お知らせ 

① 楽団プロジェクトコンサート「宮沢賢治と音楽の世界」について 

 

８ 閉 会 
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議案第３号 

 

人事異動（鹿屋市職員）について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第23

条の規定に基づき、別紙のとおり教育長において臨時代理したので、同条第２項の規定により

報告し承認を求める。 

 

令和７年５月13日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

令和７年５月１日付けで、職員の人事異動を教育長の臨時代理によって行ったので、報告し

承認を求める。 
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人 事 異 動 

   鹿屋市教育委員会 
   令和７年５月１日 
    

 
主 事 級   

 
  新 氏  名 旧 

 生涯学習課主事 上橋 晶 総務部総務課主事 
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議案第４号 

 

鹿屋市社会教育委員の委嘱について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第10

条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和７年５月13日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

鹿屋市社会教育委員条例第２条に基づく委員を新たに委嘱したいため、本案を提出するも

のである。 
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鹿屋市社会教育委員名簿（案） 
 

任期：令和６年６月１日～令和８年５月 31 日 

教育関係者異動に伴い令和７年４月１日～令和８年５月 31日 

 

 

※ 女性委員は、全体の46％（７/15人） 

 

 

   前委員 新委員 

     区分 氏 名 役 職 氏 名 役 職 

１ 学
校
教
育
関
係
者 

永迫 昌毅 
鹿屋女子高等学校  

校長 

【Ｒ７新規】 

野崎 進作 

鹿屋女子高等学校  

校長 

２ 滿田 忠 
笠野原小学校 校長 

（市校長協会推薦） 

【Ｒ７新規】 

伊藤 太 

寿北小学校 校長 

（市校長協会推薦） 

３ 宮下 義昭 
鹿屋幼稚園 園長 

（市幼稚園協会推薦〉 
宮下 義昭 

鹿屋幼稚園 園長 

（市幼稚園協会推薦〉 

４ 

社
会
教
育
関
係
者 

上籠 司 
市町内会連絡協議会 
会長 

上籠 司 
市町内会連絡協議会 

会長 

５ 東別府 睦 
市ＰＴＡ連絡協議会 
副会長 

東別府 睦 
市ＰＴＡ連絡協議会 

副会長 

６ 宮下 惠子 
市子ども会連絡協議会 
会長 

宮下 惠子 
市子ども会連絡協議会 
会長 

７ 濵田 快斗 
市青年団協議会 
会長 

濵田 快斗 
市青年団協議会 
会長 

８  
田平 弦大 

商工会議所青年部 
（同推薦） 

田平 弦大 
商工会議所青年部 
（同推薦） 

９ 森元 順子 
なごみの森福祉会 
代表 

森元 順子 
なごみの森福祉会 
代表 

10 川原 恭子 
スクール・ソーシャルワー

カー 
川原 恭子 

スクール・ソーシャルワーカ

ー 

11 鶴園 容子 
東部地区主任児童委員 
（地区館推薦） 

鶴園 容子 
東部地区主任児童委員 
（地区館推薦） 

12 川添 順子 
家庭教育支援員 読み聞

かせ会「Po 絵夢」代表 
川添 順子 

家庭教育支援員 読み聞か

せ会「Po 絵夢」代表 

13 
学
識
経
験
者 

松永 太郎 「ヒメとヒコ」演出家 松永 太郎 「ヒメとヒコ」演出家 

14 山田 理恵 
鹿屋体育大学スポーツ人

文・応用社会科学系 教授 
【Ｒ７新規】 

森 司朗 

鹿屋体育大学スポーツ人文・ 

応用社会科学系 教授 

15 古手川 洋子 
助産師､ＤＶ被害者支援の

会 アミーチ 
古手川 洋子 

助産師､ＤＶ被害者支援の会 

アミーチ 

家
庭
教
育
・
青
少
年
教
育
関
係
者 
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議案第５号 

 

鹿屋市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第10

条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和７年５月13日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

鹿屋市公民館条例第６条に基づく委員を新たに委嘱したいため、本案を提出するものであ

る。 
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鹿屋市公民館運営審議会委員名簿（案） 
 

                         任期：令和６年７月１日～令和８年６月 30 日 

教育関係者異動に伴い令和７年４月１日～令和８年６月 30日 

番

号 

前委員 新委員 

区 

分 
氏 名 役 職 氏 名 役 職 

１ 
学
校
教
育
関
係 

滿田 忠 
市小・中学校校長協会 

笠之原小学校長 

【Ｒ７新規】 

伊藤 太 

市小・中学校校長協会 

寿北小学校長 

２ 本田 洋一郎 
市幼稚園協会 

南部幼稚園長 
本田 洋一郎 

市幼稚園協会 

南部幼稚園長 

３ 
家
庭
教
育
関
係 

遠矢 尚美 
市ＰＴＡ連絡協議会 

副会長 
遠矢 尚美 

市ＰＴＡ連絡協議会 

副会長 

４ 池田 真理 
子育て支援関係者 

スクールソーシャルワーカー 
池田 真理 

子育て支援関係者 

スクールソーシャルワーカー 

５ 

社
会
教
育
関
係
団
体 

宮下 惠子 
市子ども会育成連絡協議

会 会長 
宮下 惠子 

市子ども会育成連絡協

議会 会長 

６ 宮田 智紀 
市青年団協議会 

副会長 
宮田 智紀 

市青年団協議会 

副会長 

７ 濵田 寛子 
市文化協会 

会長 
濵田 寛子 

市文化協会 

会長 

８ 大迫 努 
市高齢者クラブ連合会 

副会長 
大迫 努 

市高齢者クラブ連合会 

副会長 

９ 上籠 司 
市町内会連絡協議会 

会長 
上籠 司 

市町内会連絡協議会 

会長 

1

0 
小林 宗生 

地区生涯学習推進協議会

（鹿屋）会長 
小林 宗生 

地区生涯学習推進協議

会（鹿屋）会長 

1

1 
南田 武法 

地区生涯学習推進協議会

（串良）会長 
南田 武法 

地区生涯学習推進協議

会（串良）会長 

1

2 

学
識
経
験
者 

北村 尚浩 
鹿屋体育大学教授（スポ

ーツ人文・応用社会科学系） 
北村 尚浩 

鹿屋体育大学教授（スポ

ーツ人文・応用社会科学

系） 

1

3 
岩山 益男 

退職校長会会員 

(元寿小学校長) 
岩山 益男 

退職校長会会員 

(元寿小学校長) 

1

4 
水野 あずさ 

市民講座、同好会講師代

表（吾平） 
水野 あずさ 

市民講座、同好会講師代

表（吾平） 

1

5 
高田 芽 

市民講座、同好会講師代

表（輝北） 
高田 芽 

市民講座、同好会講師代

表（輝北） 

 

※ 女性委員は、全体の 40％（６/15 人） 
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議案第６号 

 

鹿屋市立図書館協議会委員の任命について 

 

鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第２号)第10

条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

 

令和７年５月13日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

鹿屋市立図書館条例第８条に基づく委員を新たに任命したいため、本案を提出するもので

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 

 

鹿屋市立図書館協議会委員名簿(案) 
 

任期：令和６年７月１日～令和８年６月 30日 

        学校教育関係者異動に伴い令和７年４月１日～令和８年６月 30日 

番

号 
区 分 

前委員 新委員 

氏 名 役 職 氏 名 役 職 所属団体 

1 

学 校 

教 育 

関係者 

中村 成美 
大姶良小学校校長 

【新規】 
竹崎 賢一 

【Ｒ７新規】 

田崎中学校校長 

鹿屋市小・ 

中学校長協

会 

2 

学 校 

教 育 

関係者 

岩元 智恵美 
星幼稚園園長 

〔継続：H22～〕 
岩元 智恵美 

星幼稚園園長 

〔継続：H22～〕 

鹿屋市私立 

幼稚園協会 

3 

社 会 

教 育 

関係者 

遠矢 尚美 
市 P 連副会長 

〔継続：R2～〕 
遠矢 尚美 

市 P 連副会長 

〔継続：R2～〕 

鹿屋市 PTA 

連絡協議会 

4 

家 庭 

教 育 

関係者 

迫 睦子 

おはなし文庫 

Po 絵夢 

読書ボランティ

ア 

平和学習ガイド

〔継続：R2～〕 

迫 睦子 

おはなし文庫 

Po 絵夢 

読書ボランティ

ア 

平和学習ガイド

〔継続：R2～〕 

おはなし文

庫 Po 絵夢 

5 
学 識 

経験者 
関 朋昭 

鹿屋体育大学教

授 

鹿屋体育大学 

附属図書館長 

【新規】 

関 朋昭 

鹿屋体育大学教

授 

鹿屋体育大学 

附属図書館長 

鹿屋体育大学 

 

※ 女性委員は、全体の 60％（３人） 
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報告(１) 令和７年度鹿屋市グローカル・イングリッシュ・デイキャンプについて 

（学校教育課） 

 

１ 目的 

 ⑴ 地球規模で様々な問題を考え、郷土の魅力を生かして、英語を使って、能動的に課題解

決に向けた行動を起こす児童・生徒の育成を図る。 

 ⑵ 郷土の課題解決に貢献したり、グローバルな視点を持ち、郷土の魅力を世界に発信し、

持続可能な社会の発展に貢献したりする人材の育成を図る。 

 ⑶ 児童・生徒、学校・保護者・地域が一体となって、「わくわく」する体験的な活動を通

して、多文化共生社会を生き抜く「グローカル人材」の育成を図る。 

 

２ 主催（共催） 

  鹿屋市教育委員会（鹿屋市こども会育成連絡協議会） 

 

３ 全体計画 

 ⑴ 令和７年度のテーマ 世界がもっと近くに 鹿屋をもっと世界へ 

   地球規模の課題認識 ⇔ 自己理解・郷土理解 ⇔ 郷土の魅力発信  

                 （インプット）  （アウトプット） 

    ⇒ 自分ができる世界貢献につながる活動【学びに向かう力・人間性等】 

 ⑵ 対象 

   鹿屋市立小・中・高等学校全児童生徒 

   ＡＬＴ・ＪＴＥ 

   鹿屋市民（鹿屋市在住の外国人含む） 

   国立台北教育大学実習生 等 

 

 ⑶ 内容 

  ア 子供主体による「おもてなし企画」 

   ・ 鹿屋市観光ツアーガイド 

   ・ 体験内容の企画及び運営 

  イ 学校の学びを実践的な活用場面とつなぐ 

   ・ 自分のことを語ることができる児童生徒 

   ・ 鹿屋市の魅力を伝えることができる児童生徒 

   ・ 多文化や異文化を理解し、受け入れることができる児童生徒 

  ウ 他者貢献 

   ・ 市内文化財と鹿屋航空基地史料館資料の英語プレゼンテーション作成 

    （２次元コード化） 

   ・ 鹿屋市から平和祈願 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 

 

 ⑷ 年間計画 

  ア 第１回（Talk & Talk World Tour） 

期日 令和７年５月 10 日（土） ※ 市役所７階 

主な活動 〇 世界７カ国ツアー     〇 ３期生を目指す子供たちへ 

〇 英語の学習方法 

 

イ 第２回（小・中学校英語弁論大会リハーサル） 

期日 令和７年７月 26 日（土） ※ 市役所７階 

主な活動 〇 小学生（スキット１分以内） 

  私の宝物～鹿屋市の魅力発信～ 

〇 中学生（プレゼンテーション３分以内） 

   

 

  ウ 第３回（小・中学校英語弁論大会リハーサル） 

期日 令和７年７月 26 日（土） ※ 市役所７階 

主な活動 〇 最終リハーサル 

 

  エ 第４回（公民館活動のタイアップ） 

期日 令和８年１月 17 日（土） ※ 公民館 

主な活動 〇 公民館との共催    〇 外国籍の方との体験活動 

 

  オ 第５回（読み聞かせ） 

期日 令和７年 11 月８日（土） ※ 鹿屋市立図書館 

主な活動 〇 ブックフェスタとの共催   〇 英語の絵本読み聞かせ 

 

  カ 第６回（文化財 English Ver.記録） 

期日 令和７年 12 月 13 日（土） ※ 市役所７階 

主な活動 〇 プレゼンテーション練習 ⇒ 撮影 ⇒ ２次元コード化 

 

  キ 第７回（鹿屋観光ツアガイド） 

期日 令和７年 10 月 25 日（土） ※ 鹿屋市内 

主な活動 〇 鹿屋市の名所訪問    〇 外国籍の方との即興的なやり取り 

  

  ク 第８回（女子高イングリッシュカフェ） 

期日 令和８年１月 22 日（木） ※ 鹿屋女子高 

主な活動 〇 国立台北教育大学企画【総合選択制（キャリア教育）】 

〇 相互文化体験 

 

  ケ 第９回（PR 大使派遣説明会） 

期日 令和８年２月７日（土） ※ 市役所７階 

主な活動 鹿屋市 PR 大使対象児童生徒及び保護者・引率者 

派遣に向けた打合せ・確認事項 

 

 

 

 

 



 

12 

 

報告(２) 令和７年度入学生（第18期生）について 

（学校教育課 鹿屋看護専門学校） 

 

１ 入学式 

(1) 日時 令和７年４月９日(水)午後１時30分から 

(2) 場所 鹿屋市立鹿屋看護専門学校 看護棟１階講堂 

  
入学許可を受ける新入生 新入生誓いの言葉 

 

２ 入学者数（出身地及び性別ごとの人数） 

区分 市内 市外 計 

男子 ３ ２ ５ 

女子 19 ６ 25 

計 22 ８ 30 

※「市外」の内訳 ( )内は男子の再掲 

肝属郡４(０)・志布志市２(１)・曽於市１(１)・宮崎県串間市１(０) 

 

３ 入学後の様子（２年生による看護技術指導） 

  
２年生(左)から「衛生的手洗」の 

説明を受ける新入生(右)  

初めての「ベッドメイキング」に 

取り組む新入生 
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報告(３) 家庭教育推進事業について 

（生涯学習課） 

 

〔新規〕令和７年度 地域で支える家庭教育推進事業実施要項 

（県家庭教育支援モデル市町村助成事業） 
                  

１ 事業概要 

 既存の家庭教育支援事業をさらに拡充するために、家庭教育アドバイザー推進委員会・庁内部会

を設置し、推進体制の構築及び関係部局との連携を図る。また、小学校入学説明会や関係機関との

連携事業の際に家庭教育サポーターを派遣し、「子育てサロン」や相談活動を行い、本当に必要な家

庭に「届く」アウトリーチ型の家庭教育支援を行っていく。さらに、市内イベントや小・中学校の

家庭教育学級等、広く保護者が訪れる場において「子育てサロン(仮称)」を実施し、全ての幼・小・

中学校保護者へ「届く」支援の強化を図る。 

 

２ 対象者  

 全ての幼・小・中学校保護者 

 

３ 実施期間  

 ５月～３月とする。 

 

４ 事業主体  鹿屋市教育委員会生涯学習課 

        総事業費1,790千円（うち県補助689千円） 

 

５ 事業内容 

⑴  家庭教育推進委員会 

   効果的な家庭教育支援の在り方や具体的方策等について意見を求める。 

  委員：15人程度（子育て支援団体関係者、学識経験者、学校教育関係者等） 

  推進委員会：年２回（①7/8、②2/16） 

 

⑵ 家庭教育支援庁内部会 

  効果的な家庭教育支援の在り方や啓発等を円滑に進めるための連絡調整を行う。 

  部員：学校教育課、子育て支援課、子ども家庭課、健康増進課、福祉政策課、商工振興課 

  部会：年３回（①7/7、②12/23、③3/23） 

 

⑶  家庭教育アドバイザー 

 家庭教育サポーターを統括し、子育てサロンの開催及び家庭教育サポーター等研修会を開催

する等、家庭教育サポーターの活動の推進を図るとともに、教育分野と福祉分野の連携を図る。 

   

 

⑷  家庭教育サポーター 

ア  子育て世代の全ての家庭へ「届く」支援の強化 

就学前子育て講座や家庭教育学級等の場に出向き、「子育てサロン」を開催することで、アウ

トリーチ型の家庭教育支援の促進を図る。 

   サポーター：12人程度 各中学校区に在住の子育て経験者や家庭教育に関する見識が深い人 

   サポーター研修会：年２回（①6/30、②11/5） 

   サポーター派遣：７月～２月 

 

 イ 本当に必要な家庭に「届く」アウトリーチ型支援の推進 

   家庭教育に関して困り感をもっているが、これまで、学校等で行われる家庭教育の学び 

  の場への参加や支援を受けることがなかった保護者に対して、学校や民生委員と連携を図 

  りながら地域の実情に応じた個別支援（訪問等）を行っていく。 
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報告(４) 戦後80年事業（生涯学習課分）について 

（生涯学習課） 

 
 

１ 目的 

令和 7（2025）年は、終戦からちょうど 80 年の節目の年となるため、あらためて戦争の悲惨さや

平和の尊さを次世代へつなげるための様々な取組を行う。 

 

２ 実施事業 

（１）桂竹丸公演会 

  ① 目 的  地元鹿屋が誇る人情味溢れる噺家、桂竹丸氏の特攻隊にまつわる創作落語をと

おして、市民が平和について考えるきっかけとする。 

② 事業内容  桂竹丸氏に創作落語「特攻セズ」を披露していただく。 

 

 

 

 

 

③ 開 催 日   ア 中 学 校：高隈中学校：５月19日(月) 

  吾平中学校・串良中学校：５月20日(火) 

 イ 一般公演：８月17日（日）リナシティかのや 

  ④ 所 要 額  1,500千円（文化会館指定管理者自主文化事業） 

 

 

（２）川端康成に関する講演会 

① 目 的   ノーベル文学賞の受賞者である作家川端康成は、昭和20（1945）年４月から

海軍鹿屋航空基地の報道班員として１か月間鹿屋の特攻基地に滞在した。川端

が生きた時代背景、特攻隊を巡る物語との関係性を深く掘り下げ、彼の作品に

描かれた精神性や人間ドラマを知ることで、川端文学から見える平和への思い

や未来に引き継ぐべき平和の尊さを再認識する。 

② 事業内容  多胡吉郎氏による「川端康成と戦争」をテーマにした講演会を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 開 催 日  ８月３日（日） リナシティかのや 

  ④ 対 象  鹿屋市民等 

  ⑤ 所 要 額  379千円（文化のまち鹿屋魅力アップ事業） 

 

 

 

 

 

多胡 吉郎（たご きちろう） 

作家。1956年生まれ。東京大学文学部国文学科卒。 

ＮＨＫでのディレクター、プロデューサー経験を経て、2002年に

独立、文筆の道に入る。 

2023年、『生命
い の ち

の 谺
こだま

 川端康成と「特攻」』（現代書館）により、

第35回和辻哲郎文化賞を受賞。 

桂 竹丸（かつら たけまる） 

落語家。1957年生まれ。駒澤大学経済学部卒。 

落語芸術協会理事。1993年真打昇進。日本史を題材とした新作落

語を得意にする。 
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（３）「戦後80年事業平和祈念コンサート」～コーラスフェスティバル2025～ 

  ① 目 的  コンサートを通じて、出演者及び鑑賞者が平和について考える機会とする。 

  ② 事業内容  コーラスフェスティバル実行委員会が主催、鹿屋市が共催し、「平和」をテーマ

にした、子どもから大人まで相互に関わり合って作り上げる市民参加型コンサ

ートを開催する。  

  ③ 開 催 日  ９月７日（日）リナシティかのや 時間未定 入場無料 

  ④ 出 演  市民コーラス団体、弦楽アンサンブル等 

  ⑤ 対 象  鹿屋市民等 

  ⑥ 所 要 額  ０円（文化のまち鹿屋魅力アップ事業） 

 

             

 

 

 

 

 

 

（４）戦後80年特別企画展「恩讐を越えて」展（政策推進課、ふるさとPR課、生涯学習課） 

  ① 目 的  気づきと再認識の場を提供し、鹿屋市民のシビックプライドを醸成する。 

            ○ ふるさとにも「戦争」が影響していた事実を知る 

 ○ どのような生活・思想が「死ねばみな仏」を育んだかを考える 

 ○ 先人の行動から現代を生きる我々の生活を見直す 

  ② 事業内容  「恩讐を越えて」を育んだもの 

 ○ B29残片や千人針等の戦争関連資料展示 

 ○ 隠れ念仏関連の信仰関連資料展示 

 ○ ３Ｄデータ（川東の掩体壕）展示等  

  ③ 開 催 日  ８月８日（金）～８月17日（日）10時から17時（予定） 

リナシティかのやギャラリー 入場無料 

  ④ 所 要 額  6,820千円（ふるさとPR課予算で対応） 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーラスフェスティバル実行委員会 

（鹿屋市少年少女合唱団、鹿屋市民合唱団 等）  

設立年月：令和５年４月 14 日 

 コーラスフェスティバル実行歴 

 2022 年、2023 年、2024 年 
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お知らせ① 楽団プロジェクトコンサート「宮沢賢治と音楽の世界」について 

                                  （生涯学習課） 

 


